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皆
様
方
に
は
お
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
大
崎
市
社
協
が
ス

タ
ー
ト
し
て
二
年
目
、
初
年
度
の
助
走

か
ら
本
格
的
始
動
の
年
と
位
置
づ
け
、

着
実
な
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
市
民
皆
様
方
の
ご

協
力
と
関
係
機
関
、
団
体
の
ご
指
導
、

ご
支
援
の
賜
物
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
般
、
社
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
地
域
経
済
環
境

の
変
化
、
行
財
政
改
革
の
進
行
、
民
間

事
業
者
と
の
競
合
、
福
祉
政
策
の
変
革

な
ど
非
常
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中

に
あ
っ
て
、
社
協
と
し
て
の
役
割
、
期

待
か
ら
も
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

本
市
社
協
と
し
て
は
、
七
つ
の
支
所

で
構
成
す
る
広
い
エ
リ
ア
、
固
有
の
歴

史
と
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
地
域
特
性
を
踏

ま
え
、
本
所
と
の
連
携
を
確
か
め
な
が

ら
、
地
域
密
着
型
の
地
域
福
祉
事
業
、

利
用
者
皆
様
方
の
意
志
・
要
望
に
添
え

る
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
役
職
員
一
体
と

な
っ
て
、
事
業
推
進
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
又
、
新
た
な
展
望
に
立
っ
た
地
域

福
祉
活
動
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
多

く
の
市
民
、
関
係
機
関
、
団
体
の
皆
様

方
の
声
が
反
映
さ
れ
得
る
計
画
づ
く
り

に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
市
民
皆
様
方
の
期
待
と
信
頼

に
応
え
ら
れ
る
事
業
の
推
進
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
春
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
の
理
事
会
は
こ
れ
ま

で
三
回
、評
議
員
会
は
こ
れ
ま
で
二
回
開

催
さ
れ
、本
会
の
事
業
運
営
・
経
営
に
関

わ
る
重
要
事
項
を
審
議
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

主
な
内
容
の
一つ
目
は
、現
在
、予
算
規

模
、三
十
億
を
超
え
る
本
会
の
多
種
多
様

に
亘
る
事
業
報
告
、収
支
決
算
報
告
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。今
後
も
、常
に
経
営
意

識
を
持
っ
た
上
で
、組
織
・
財
政
の
両
基
盤

の
安
定
強
化
を
図
り
、加
速
化
す
る
高
齢

化
と
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
、役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
事
業
に
臨
む
こ
と
を
確
認
し

て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。地

域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
は
勿
論
の
こ
と
、福
祉
・
介

護
環
境
の
整
備
、地
域
の
自
主
的
な
福
祉

活
動
を
支
援
す
る
と
共
に
、民
間
の
立
場

で
企
画
、提
案
し
、将
来
と
も
総
合
的
に

事
業
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
、行
政
機

関
・
地
域
住
民
・
民
間
組
織
や
各
種
団
体

と
協
働
の
も
と
に
計
画
を
策
定
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、合
併
前
も
含
め
、こ
れ
ま
で

再
三
に
亘
り
、理
事
会
・
評
議
員
会
な
ど

で
議
論
を
し
て
き
た
社
協
会
費
の
統
一
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
、合
併

前
の
旧
社
協
の
一
般
会
費
の
額
を
尊
重

し
、各
地
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を

推
進
し
て
参
り
ま
し
た
が
、役
員
会
等
の

意
見
・
要
望
を
参
考
に
し
な
が
ら
、又
、各

地
域
の
諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
な
が
ら
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
は
一
般
会
費
の
額
は

統
一
し
、各
地
域
に
お
い
て
独
自
性
、特
色

の
あ
る
事
業
を
継
続
、あ
る
い
は
新
規
事

業
と
し
て
実
施
す
る
た
め
の
会
費
を
地
域

会
費
と
し
、地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
額

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
承
認
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
住
民
の
皆
様
方
に
は

本
会
事
業
運
営
に
対
し
、ご
理
解
を
賜

り
、ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人

大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

会
長　

森
谷　

尚
生

平
成
十
九
年
度 

理
事
会
・
評
議
員
会 

概
要
報
告

　

平
成
十
九
年
度
福
祉
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。今
回

は
、鹿
島
台
支
所
・
岩
出
山
支
所
・
鳴
子
支
所
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
た
く
さ
ん
応
募
い
た
だ
き

ま
し
た
。入
選
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

平
成
十
九
年
度 

福
祉
作
文
・
ポ
ス
タ
ー・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

大
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

鹿　

島　

台　

支　

所

◆
作
文
の
部

　
　
　

〔
小
学
校
部
門
〕

◇
最
優
秀
賞

　

鹿
島
台
小
学
校　

三
年　

笠
原　

伊
織

◇
優
秀
賞

　
鹿
島
台
第
二
小
学
校　

二
年　

佐
藤　

佑
樹

　

鹿
島
台
小
学
校　

二
年　

佐
々
木　

悠
希

　

鹿
島
台
小
学
校　

二
年　

佐
藤　
　

光

◇
努
力
賞

　

鹿
島
台
小
学
校　

一
年　

林
崎　
　

憲

　

鹿
島
台
小
学
校　

二
年　

鈴
木　

萌
香

　

鹿
島
台
小
学
校　

三
年　

鈴
木　

星
華

　

鹿
島
台
小
学
校　

四
年　

遠
藤　

恵
里
奈

　
　
　

〔
中
学
校
部
門
〕

◇
最
優
秀
賞

　

鹿
島
台
中
学
校　

三
年　

安
藤　

寛
起

◇
優
秀
賞

　

鹿
島
台
中
学
校　

三
年　

阿
部　

祐
希

　

鹿
島
台
中
学
校　

三
年　

金
澤　

拓
未

　

鹿
島
台
中
学
校　

三
年　

鈴
木　

朋
憲

◇
努
力
賞

　

鹿
島
台
中
学
校　

一
年　

一
條　

大
地

　

鹿
島
台
中
学
校　

一
年　

鹿
岩　
　

潤

　

鹿
島
台
中
学
校　

二
年　

星　

恵
美
利

　

鹿
島
台
中
学
校　

二
年　
佐
々
木　

と
ま
ん

　

鹿
島
台
中
学
校　

三
年　

渡
辺　

康
太

　

鹿
島
台
中
学
校　

三
年　

小
堤　

潤
奈

◆
ポ
ス
タ
ー
の
部

◇
最
優
秀
賞

　

鹿
島
台
小
学
校　

五
年　

遠
藤　

柚
賀

◇
優
秀
賞

　

鹿
島
台
小
学
校　

六
年　

渡
辺　

莉
緒
那

　

鹿
島
台
小
学
校　

六
年　

阿
部　

真
由
子

◆
標
語
の
部

◇
最
優
秀
賞

　

鹿
島
台
小
学
校　

六
年　

武
蔵　
　

諒

◇
優
秀
賞

　
鹿
島
台
第
二
小
学
校　

六
年　

大
條　

瑞
希

　

鹿
島
台
中
学
校　

一
年　

後
藤　

聡
美

　

鹿
島
台
中
学
校　

三
年　

横
山　

実
希

岩　

出　

山　

支　

所

◆
作
文
の
部

　
　
　

〔
小
学
校
部
門
〕

◇
最
優
秀
賞

　

岩
出
山
小
学
校　

四
年　

阿
部　

晃
大

◇
優
秀
賞

　

真
山
小
学
校　

五
年　

高
橋　
　

葵

　
　
　

〔
中
学
校
部
門
〕

◇
最
優
秀
賞

　

岩
出
山
中
学
校　

三
年　

高
橋　

明
子

◇
優
秀
賞

　

岩
出
山
中
学
校　

二
年　

佐
藤　

美
奈

◇
努
力
賞

　

岩
出
山
中
学
校　

三
年　

千
葉　

広
美

◆
ポ
ス
タ
ー
の
部

◇
最
優
秀
賞

　

岩
出
山
小
学
校　

二
年　

伊
藤　

青
空

◇
優
秀
賞

　

上
野
目
小
学
校　

六
年　

白
井　

美
帆

◇
努
力
賞

　

池
月
小
学
校　

一
年　

松
田　

奈
々
美

　

池
月
小
学
校　

一
年　

山
口　

実
咲

　

池
月
小
学
校　

一
年　

渡
辺　

悠
香

◆
標
語
の
部

◇
最
優
秀
賞

　

上
野
目
小
学
校　

六
年　

谷
野　

真
知
子

◇
優
秀
賞

　

西
大
崎
小
学
校　

四
年　

片
倉　

圭
一

　

西
大
崎
小
学
校　

六
年　

今
野　

愛
祐
美

　

西
大
崎
小
学
校　

六
年　

千
葉　

春
輝

◇
努
力
賞

　

上
野
目
小
学
校　

六
年　

鹿
野　
　

颯

　

上
野
目
小
学
校　

六
年　

後
藤　

優
二

　

上
野
目
小
学
校　

六
年　

佐
藤　

脩
平

　

岩
出
山
小
学
校　

六
年　

迫　
　

秀
人

鳴　

子　

支　

所

◆
作
文
の
部

◇
最
優
秀
賞

　

中
山
小
学
校　

六
年　

類
家　

桃
子

◇
優
秀
賞

　

川
渡
小
学
校　

六
年　

遠
藤　

貴
晃

◇
努
力
賞

　

川
渡
小
学
校　

五
年　

遠
藤　

恵
理
香

◆
ポ
ス
タ
ー
の
部

◇
最
優
秀
賞

　

鳴
子
中
学
校　

二
年　

遠
藤　

由
貴

◇
優
秀
賞

　

鳴
子
中
学
校　

三
年　

髙
橋　

侑
里

◇
努
力
賞

　

川
渡
小
学
校　

一
年　

湯
山　

花
乃

◆
標
語
の
部

◇
最
優
秀
賞

　

鬼
首
小
学
校　

五
年　

髙
橋　

廉
士
郎

◇
優
秀
賞

　

鳴
子
中
学
校　

一
年　

中
鉢　

魁
三
郎

◇
努
力
賞

　

鳴
子
中
学
校　

一
年　

髙
橋　
　

唯

　

鳴
子
中
学
校　

一
年　

千
葉　

貴
明

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】　

最
優
秀
賞

　

鹿
島
台
小
学
校　

五
年　

遠
藤　

柚
賀

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】　

最
優
秀
賞

　
　

鳴
子
中
学
校　

二
年　

遠
藤　

由
貴


